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光によって物質に変形が誘起される現象は，他の光利用技術と同様に，空間的・時間的制御が

容易，非接触で操作可能であるなどの利点を有する．これらを活かし，光駆動アクチュエータ[1]

などへの応用が期待されている．本研究グループは最近，無機材料である３元タリウム化合物に

おいて，局所的で巨大な光誘起変形現象を見出し[2]，これまでに，膨張量が最大となる点におけ

る変形特性評価を行ってきた[3]．今回は，変形現象の全容観察を目指し，光照射による鎖状タリ

ウム化合物表面形状の変化の様子およびその時間応答を調べた． 

実験では，サンプルとしてバルク単結晶の TlInSe2，ポンプ光として，半導体レーザー（波長

408nm）を使用した．また，膨張の大きさ（Δh）の測定は，共焦点法を用いた変位計によって行

った． 

ポンプ光照射開始から十分時間が経過した時点での膨張の大きさ Δhsatの位置依存性を測定し，

膨張の形状を３次元的に評価した．結果を Fig. 1 に示す．ポンプ光スポット中心で特に大きな膨

張が生じていることがわかる．また，光照射開始・終了時の Δh の時間応答の位置依存性を，そ

の点における Δhsat とともに Fig. 2 に示す．光照射開始・終了時それぞれの時定数は τexpd，τrecvで

表している．τexpd，τrecvともに，ポンプ光照射中心に近づくほど小さくなる，つまり，膨張の応答

が速くなっている．このように，光照射による膨張は形状と時間応答のいずれにおいても局所性

を示すことがわかった． 
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Fig. 1 Three dimensional map of Δh. 

 
 
 

Fig. 2 Spatial distribution of Δhsat and time 
constant, τexpd, τrecv. 
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